
平成２４年５月２５日 

 

第２５回世界ガス会議クアラルンプール大会参加について 

～日本ガス協会鳥原会長基調講演・ブース出展などを実施します～ 

 

一般社団法人 日本ガス協会 

 

 日本ガス協会（会長：鳥原光憲）は、第２５回世界ガス会議クアラルンプール大会 

に下記の通り参加します。日本ガス協会会長による基調講演やブース出展などを実施

します。 

世界ガス会議は、国際ガス連盟（ＩＧＵ）*が３年ごとに開催し、国際機関代表、各

国エネルギー担当閣僚、エネルギー産業の経営トップ、エコノミスト、科学者、技術

者等が参加します。ガス体エネルギーに関連する活発な議論と情報交換を目的として

おり、技術・環境・社会等あらゆる側面からの研究発表や、最新の技術・商品を紹介

する展示会を行います。 

世界ガス会議は、１９３１年に第１回大会がイギリスで開催されてから、８０年近

くの歴史を有し、エネルギーの３大国際会議（世界エネルギー会議、世界石油会議、

世界ガス会議）の一つとして注目を集めています。 

 

記 

 

１．開催日時： ２０１２年６月４日（月）～８日（金） 

２．開催場所： マレーシア・クアラルンプール･コンベンションセンター 
３．会議テーマ：“Gas: Sustaining Future Global Growth” 

（ガス－未来のグローバルな成長を持続させるもの） 

４．登録者数： 約３,７００名 

５．日本からの参加予定： 

  日本ガス協会、都市ガス事業者、その他エネルギー関連団体・企業 

  ＜基調講演＞ 

   鳥原日本ガス協会会長（６月７日 ８：３０～:現地時間） 

    講演テーマ「日本における天然ガス需要拡大に向けた取組み」 

６．日本ガス協会展示ブース（於 展示ホール８） 

  日本の都市ガス産業を紹介するとともに、燃料電池やスマートエネルギーネット

ワークを含めた天然ガスの高度利用を紹介。 

７．主催者公式ホームページ  

  http://www.wgc2012.com/home.html   
 
＊国際ガス連盟（International Gas Union：会長 Datuk Abdul Rahim Hashim マ
レーシアガス協会会長） 
 エネルギー、環境、国際協力、技術等の分野において、世界のガス産業が発展・

振興することを目的として、１９３１年に国際非営利組織として設立された。 
対象となる産業は、ガス体エネルギーに係る探鉱・採掘・貯蔵といった上流部門

http://www.wgc2012.com/home.html


から、輸送・供給、消費先での利用方法といった下流部門に至るまで、広範な領域

にわたる。ＩＧＵの正会員は、国または地域を代表する団体によって構成されてお

り、現在正会員数７８、準会員数４０で、日本の正会員は日本ガス協会となってい

る。 
 

以 上 
 
（参考） 

世界ガス会議開催実績 
 

＊３年に１回、各国の持ち回りで開催される。第２６回（２０１５年）はフランスで

６月１日～５日に開催予定。 
 

 第２２回 第２３回 第２４回 
開催期間 ２００３年 

６月１日～５日 
２００６年 
６月５日～９日 

２００９年 
１０月５日～９日 

開催地 日本・ 
東京 

オランダ・ 
アムステルダム 

アルゼンチン・ 
ブエノスアイレス 

参加者数 約５２００人 約３２００人 約２３００人 
参加国・地域 ７３カ国・地域 ８０カ国・地域 ８０カ国・地域 

報道機関のお問い合わせ先 

一般社団法人 日本ガス協会広報室：黒田、古山 電話：０３－３５０２－０１１２ 


